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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年10月23日(2008.10.23)

【公表番号】特表2008-513817(P2008-513817A)
【公表日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2008-017
【出願番号】特願2007-531640(P2007-531640)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｂ４２Ｄ  15/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｂ４２Ｄ  15/10    ５３１Ｂ
   Ｇ０２Ｂ  25/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　第一光学エレメント（１５）が配置された第一透明窓（１２）と、第二光学エレメ
ント（１６）が配置された第二透明窓（１３）とを有するセキュリティドキュメント（１
、３、４、５）、特に紙幣（ｂａｎｋｎｏｔｅ）または身分証明書であって、前記第一透
明窓（１２）および前記第二透明窓（１３）が、前記第一および第二光学エレメント（１
５、１６）が互いに重なり合った関係にされ得るように前記セキュリティドキュメントの
キャリア（１１）に相互に間隔をおいた関係に配置され、
　　　前記第一光学エレメント（１５）が第一透過性ミクロレンズフィールド（１５、３
１、４１、５１）を有し、前記第二光学エレメント（１６）が第二透過性ミクロレンズフ
ィールド（１６、３２、４２、５２）を有し、
　　　前記第一および第二ミクロレンズフィールドのミクロレンズのレンズ間隔は３００
μｍより小さく、
　　　前記第二ミクロレンズフィールドが前記第一ミクロレンズフィールドと重なり合う
とき第一光学効果が生じ、
前記第一ミクロレンズフィールドは、前記第一ミクロレンズフィールドのミクロレンズの
光軸が第一周期ラスタに従って一定のレンズ間隔で平行の関係に間隔をおいて配置された
領域（３３、４６、５３、５４）を有し、前記第二ミクロレンズフィールドは、前記第二
ミクロレンズフィールドのミクロレンズの光軸が第二周期ラスタに従って一定のレンズ間
隔で平行の関係に間隔をおいて配置された領域（３５，３４、４８、４７、５５、５６）
を有し、
前記第一のミクロレンズフィールドのレンズの前記一定のレンズ間隔は前記第二ミクロレ
ンズフィールドのミクロレンズの前記一定のレンズ間隔とは異なることを特徴とするセキ
ュリティドキュメント。　　
【請求項２】
　　　前記第一および第二透過性ミクロレンズフィールド（１５、１６、３１、３２、４
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１、４２、５１、５２）はミクロレンズ（２１）のパラメータレンズ間隔（Ｐ１、Ｐ２）
および前記ミクロレンズ（２１）の焦点距離によって画定されることを特徴とする請求項
１に記載のセキュリティドキュメント。
【請求項３】
　　　前記第一ミクロレンズフィールドのミクロレンズのレンズ間隔は前記第二ミクロレ
ンズフィールドのミクロレンズのレンズ間隔の整数倍であることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のセキュリティドキュメント。
【請求項４】
前記第一ミクロレンズフィールド（１５、３１、４１、５１）は正の焦点距離の複数のミ
クロレンズを有し、前記第二ミクロレンズフィールド（１６、３２、４２、５２）は正の
焦点距離の複数のミクロレンズを有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに
記載のセキュリティドキュメント。
【請求項５】
　　　前記第一ミクロレンズフィールド（１５、３１、４１、５１）は正の焦点距離の複
数のミクロレンズを有し、前記第二ミクロレンズフィールド（１６、３２、４２、５２）
は負の焦点距離の複数のミクロレンズを有することを特徴とする請求項１～４のいずれか
１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項６】
　　　前記第一および第二ミクロレンズフィールドのミクロレンズの前記焦点距離は、前
記第一および第二透明窓が重ね合わさるときに前記第一および第二ミクロレンズフィール
ドのミクロレンズがそれらの焦点距離の合計に従って互いに間隔をおいて配置されるよう
に選択されることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載のセキュリティドキュ
メント。
【請求項７】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールドは前記ミクロレンズのレンズ
間隔が異なる二つ以上の領域を有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記
載のセキュリティドキュメント。
【請求項８】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールド（３２、４２）は前記ミクロ
レンズの焦点距離が異なる二つ以上の領域を有することを特徴とする請求項１～７のいず
れか１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項９】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールドは前記ミクロレンズのレンズ
間隔が基礎的な周期ラスタに関して位相移動された二つ以上の領域を有することを特徴と
する請求項１～８のいずれか１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項１０】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールドは前記ミクロレンズのレンズ
間隔が徐々に変化する領域を有することを特徴とする請求項２に記載のセキュリティドキ
ュメント。
【請求項１１】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールドは前記ミクロレンズのレンズ
間隔が徐々に変化する領域を有することを特徴とする請求項１または１０に記載のセキュ
リティドキュメント。
【請求項１２】
　　　前記セキュリティドキュメント（４）は不透明第三光学エレメント（４５、４４）
を有し、前記第一および第二光学エレメントが前記第三光学エレメントと重なり合う時第
二光学効果が生じることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１つに記載のセキュリテ
ィドキュメント。
【請求項１３】
　　　前記第三光学エレメント（４５）は潜在的なモアレパターンを有することを特徴と
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する請求項１１に記載のセキュリティドキュメント。
【請求項１４】
　　　前記第三光学エレメントが前記第一および第二ミクロレンズフィールドをそれぞれ
形成するレリーフ構造（２７）は形成された複製ラッカー層（２４）を有することを特徴
とする請求項１～１３のいずれか１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項１５】
　　　前記第一および／または第二ミクロレンズフィールドの前記ミクロレンズは、光学
回折効果を有し光学回折手段によって前記ミクロレンズフィールドの効果を生じ、その構
造深さがほぼ１０μｍであるレリーフ構造（２７）によって形成されることを特徴とする
請求項１～１４のいずれか１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項１６】
　　　前記第一および／または第二光学エレメント（１５、１６）はトランスファーフィ
ルム、特にホットスタンピングフィルムのトランスファー層（２０）を備えていることを
特徴とする請求項１～１５のいずれか１つに記載のセキュリティドキュメント。
【請求項１７】
　　　前記セキュリティドキュメントの前記キャリア（１１）は、前記透明窓（１２、１
３）が導入された紙材を含むことを特徴とする請求項１～１６のいずれか１つに記載のセ
キュリティドキュメント。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　　　この目的は、第一光学エレメントが配置された第一透明窓と、第二光学エレメント
が配置された第二透明窓とが設けられたセキュリティドキュメントによって達成される。
第一透明窓および第二透明窓は、第一および第二光学エレメントが互いに重なり合う関係
にされ得るように、セキュリティドキュメントのキャリアに相互に間隔をおいた関係に配
置されている。第一光学エレメントは第一透過性ミクロレンズフィールドを有し、第二光
学エレメントは第二透過性ミクロレンズフィールドを有している。第一および第二ミクロ
レンズフィールドのミクロレンズのレンズ間隔は３００μｍより小さく、第二ミクロレン
ズフィールドと第一ミクロレンズフィールドとが重ね合わされたとき第一光学効果が生じ
る。第一ミクロレンズフィールドは、第一ミクロレンズフィールドのミクロレンズの光軸
が第一周期ラスタに従って一定のレンズ間隔で平行の関係に間隔をおいて配置された領域
を有し、第二ミクロレンズフィールドは、第二ミクロレンズフィールドのミクロレンズの
光軸が第二周期ラスタに従って一定のレンズ間隔で平行の関係に間隔をおいて配置された
領域を有している。第一のミクロレンズフィールドのレンズの一定のレンズ間隔は第二ミ
クロレンズフィールドのミクロレンズの一定のレンズ間隔とは異なっている。
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